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窯焼きのごちそう鰻丼

  瀬戸市内に現存する連房式登り窯を目にすると、何連もの窯

いっぱいに器を詰め、薪で昼夜焚き続けた陶工たちは、さぞかし

体力が必要だったろうと想像する。そんなタフネスな“窯焼き”の

活力源となったのが、「鰻」。やきものの街・瀬戸には、昔から何

件もの鰻屋があったといいます。

　活鰻を店頭で捌き、すぐに備長炭の焼き台に乗せてジュワーッ。

創業当時から注ぎ足し続けた秘伝のタレに、何度もくぐらせながら

燻し焼く。ガス炊きにこだわった白米を丼に盛り、こんがりふっくら

焼きあがった鰻を豪快にのせて、蓋をちょん。身が肉厚ではみ出し

てしまうところが、瀬戸の鰻の醍醐味です。

  すぐに蓋を開けて食べたいところを、少し蒸らすようにして待つ

その間。目を奪われるのが、悠 と々した筆使いと、その濃淡を

引き立てる「いっちん」で描かれた「瀬戸染付焼」の丼。渋くて

粋な職人技が光ります。

  鰻と器、ふたつの「やきもの」を味わいに、瀬戸を訪れてみま

せんか。

白
磁
の
素
地
に
、
藍
一
色
の
呉
須
で

繊
細
に
も
大
胆
に
も
描
か
れ
る
「
瀬
戸
染
付
焼
」
。

絵
付
け
の
際
、
素
地
に
輪
郭
線
を
施
し
た
中
を

極
太
の
筆
が
ふ
く
ら
む
ほ
ど
絵
の
具
を
含
ま
せ
、

塗
り
絵
の
よ
う
に
染
め
て
い
く
技
法
を

「
濃
み
（
だ
み
）
」
と
い
い
ま
す
。

筆
先
を
素
地
に
触
れ
る
か
触
れ
な
い
か
で

す
う
っ
と
染
み
込
ま
せ
る
よ
う
に
加
減
し
て

濃
淡
を
描
い
て
い
く
様
は
、
職
人
技
の
極
み
。

何
代
も
続
く
瀬
戸
染
付
焼
の
窯
元
に
は
、

五
十
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
職
人
さ
ん
も
。

曲
面
も
均
一
に
筆
を
使
い
、
精
緻
に
描
く
な
ど

瀬
戸
で
も
稀
少
な
技
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

濃

み
｜

だ
み

｜

藍

の

濃

淡

を

描

く

丸フタ丼 山茶花：山米製陶所（水峰窯）撮影協力：山米製陶所（水峰窯）



れ
る
。
た
と
え
ば
、「
工
房
の
帰
り

道
に
見
上
げ
た
、
夜
の
空
の
色
」

と
い
う
よ
う
に
。

「
そ
の
日
の
気
分
や
季
節
、
ふ
と

思
い
出
さ
れ
る
匂
い
や
景
色
と
と

も
に
、
心
に
寄
り
添
い
、
手
に
な

じ
む
器
と
な
っ
て
、
使
う
ひ
と
が

幸
せ
に
な
る
も
の
づ
く
り
が
し
た

い
と
思
っ
て
」。

  

短
大
卒
業
後
、
企
業
に
就
職
。
瀬

戸
の
や
き
も
の
と
は
縁
の
な
い
環

境
で
育
っ
た
涼
さ
ん
。
た
ま
た
ま

陶
芸
体
験
で
土
に
触
れ
る
心
地
よ

さ
に
魅
了
さ
れ
、「
陶
芸
教
室
の
先

生
に
な
り
た
い
」
と
瀬
戸
窯
業
高
等

学
校
へ
。
な
じ
み
の
C
L
U
B
な

ど
で
、
友
人
や
D
J
、
お
客
さ
ん
を

相
手
に＜

真
夜
中
の
陶
芸
教
室＞

を

開
く
な
ど
、
自
由
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

楽
し
ん
だ
。

「
ふ
だ
ん
や
き
も
の
と
は
縁
遠
い

人
た
ち
に
教
え
る
の
は
、
新
鮮
で

刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
陶

芸
家
を
め
ざ
す
つ
も
り
は
な
く
、

手
堅
く
会
社
勤
務
を
続
け
な
が
ら
、

気
ま
ま
に
作
陶
を
楽
し
め
れ
ば
い

い
か
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
」。

  

そ
ん
な
彼
女
の
背
中
を
押
し
た
の

は
、
契
約
社
員
と
し
て
働
い
て
い

た
法
律
事
務
所
の
上
司
だ
っ
た
。

「
陶
芸
を
し
て
い
る
時
が
何
よ
り

楽
し
そ
う
だ
か
ら
、
独
立
し
て
頑

張
れ
」
と
。
そ
の
エ
ー
ル
を
励
み

に
、
会
社
を
辞
め
て
一
生
陶
芸
と

向
き
合
う
こ
と
を
決
心
。
勤
務
経

験
を
活
か
し
て
事
業
計
画
書
も

き
っ
ち
り
と
作
成
し
て
開
業
し
、

作
陶
生
活
に
本
腰
を
入
れ
た
。

「
瀬
戸
で
は
家
業
を
継
い
で
い
る

ツ
ク
リ
テ
さ
ん
が
多
い
け
れ
ど
、

道
具
も
窯
も
販
路
も
、
や
き
も
の

へ
の
深
い
造
詣
も
、
私
に
は
何
も

な
い
。
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

た
だ
負
け
ん
気
だ
け
は
あ
り
ま
し

た
。
も
う
後
に
は
引
け
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
（
笑
）」。

  

二
〇
一
八
年
、
L
E
X
U
S
「
注

目
の
匠
」
に
選
ば
れ
た
際
、
選
考

員
が
彼
女
の
作
品
に
求
め
た
の
が
、

カ
ラ
フ
ル
な
瀬
戸
焼
の
「
旅
」
だ
っ

た
。
三
十
六
色
の
異
な
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
持
つ
釉
薬
が
い
ざ
な
う
景

色
を
テ
ー
マ
に
、
旅
茶
碗
に
取
り

組
む
。

「
茶
道
は
昔
か
ら
習
っ
て
き
ま
し

た
が
、＜

旅
す
る
茶
碗＞

の
研
究

を
重
ね
る
中
で
、”茶
盌（
わ
ん
）に

心
を
投
影
す
る
“
と
い
う
茶
の
湯

の
世
界
を
、
逆
に
釉
薬
に
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
伝
統
の
本
質
、

お
点
前
の
意
味
や
素
晴
ら
し
さ
を

あ
ら
た
め
て
識
る
こ
と
で
、
茶
道

と
い
う
文
化
を
残
し
て
く
れ
た
先

人
へ
の
感
謝
が
生
ま
れ
ま
し
た
」。

  

持
ち
前
の
行
動
力
で
、
近
年
は

L
A
で
の
個
展
、
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー

ネ
ウ
ィ
ー
ク
に
も
挑
戦
。
瀬
戸
か

ら
日
本
か
ら
飛
び
出
す
こ
と
で
、

軸
足
を
見
つ
め
直
す
契
機
に
も

な
っ
た
と
い
う
。

「
私
に
と
っ
て
釉
薬
は
、
自
分
を
誰

よ
り
も
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
も

の
。
見
て
み
た
い
風
景
に
出
会
わ

せ
て
く
れ
る
と
同
時
に
、
心
情
を

も
表
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
ね
」

と
愛
お
し
げ
に
釉
掛
け
を
す
る
涼

さ
ん
。
鮮
烈
な
原
色
か
ら
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
あ
る
色
合
い
に
、
釉
薬
と

と
も
に
人
生
の
ゆ
ら
ぎ
を
楽
し
む

姿
が
、
し
な
や
か
で
清
々
し
い
。

  

色
彩
、
艶
感
、
濃
淡
…
釉
薬
（
ゆ

う
や
く
・
う
わ
ぐ
す
り
）
は
、
や

き
も
の
が
纏
う
ド
レ
ス
の
よ
う
な

も
の
。
多
彩
な
表
現
を
求
め
る
上

で
、
技
術
的
に
は
「
調
合
」
と
い

う
「
化
学
」
が
礎
と
な
る
。
長
石
、

灰
類
、
銅
や
鉄
な
ど
の
金
属
等
、

原
料
の
組
み
合
わ
せ
や
割
合
で
種

類
は
無
限
に
、
さ
ら
に
同
じ
釉
薬

で
も
土
質
や
焼
成
方
法
な
ど
に

よ
っ
て
色
合
い
は
大
き
く
変
わ
る
。

「
自
分
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

て
も
、
実
験
を
重
ね
る
う
ち
、
ま

る
で
釉
薬
が
意
思
を
持
っ
て
動
い

て
い
る
か
の
よ
う
に
変
化
し
、
新

し
い
色
が
生
み
出
さ
れ
る
ん
で

す
」
と
深
田

涼
さ
ん
。
レ
シ
ピ
に

正
確
で
も
、
窯
の
温
度
、
水
分
量
、

生
地
の
厚
さ
な
ど
微
妙
な
違
い

で
”ゆ
ら
ぐ
“。
繊
細
に
表
情
を
変

え
る
ゆ
ら
ぎ
に
導
か
れ
る
ま
ま
、

そ
の
時
々
の
自
身
が
映
し
出
さ
れ

る
と
こ
ろ
に
、
釉
薬
の
お
も
し
ろ

さ
が
あ
る
と
語
る
。

  

彼
女
の
作
品
に
は
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
釉
薬
に
ま
つ
わ
る
イ
メ
ー
ジ

や
心
象
を
綴
っ
た
一
文
が
添
え
ら

旅
茶
碗

：

手
前
か
ら
桜
マ
ッ
ト
「
四
月

桜
を
下
か
ら
見
上
げ
た
時
」・
黄
色
「
八
月

レ
モ
ン
」・
ル
チ
ル
結
晶
釉
「
六
月

水
た
ま
り
の
世
界
」
／
蝶
の
ピ
ン

愛
さ
れ
る
ま
ま
に
、

旅
す
る
器
た
ち
。

DIYで仕上げた、パワフルなカラーに満

ちた工房。オリジナルの釉薬は50種以上。

パレットのように食卓を楽しく！ Picture 
Frameシリーズのフルフラットプレート。

名鉄大曽根駅併設の商業施設『ミュープ

ラット大曽根』（2020年7月オープン）の陶

壁＜時の樹＞を制作。約5300ピースに、

街への思いや風景がちりばめられている。

　 tokinoki_nikki

深田 涼  Fukada Ryo

瀬戸市出身。2010年瀬戸窯業高等学校

専攻科陶芸コース卒業、2015年独立。自

身でデザイン・制作・販売を行う『Vivid 

Earthen』を開業。2018年LEXUS NEW 

TAKUMI PROJECT 愛知代表。

　 ryo_clay

せと銀座通り商店街にただよう、ほ

うじ茶を炒る香り。大正13年創業の

お茶の専門店。「オリジナルブレンドの

＜彦一＞、店内の石臼で挽く新鮮な

お抹茶や旅持ち用の茶道具もおすす

めです」と三代目・日本茶インスト

ラクターの河本 篤さん。

    愛知県瀬戸市朝日町 15

    0561-82-4207
    http://www.ochahiko.co.jp
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深
田

涼

旬！な瀬戸者

心
の
景
色
を
映
す

釉
の
「
ゆ
ら
ぎ
」
。

釉
薬
の
色
と

　
　

旅
を
す
る



瀬
戸
焼
の
あ
る
く
ら
し

い
ろ

い
ろ

遊

び
たい 集めた

い

銀彩ブローチ かもめブローチ

ビションフリーゼブローチ

soMeブローチ

tankaブロ

撮影協力：talo-k

村井 陽子村井 大介 加藤 真雪
atelier juca 眞 窯atelier juca

チ

ーチ

雪

「ブローチ」は、女性がつけるもの？

いえいえ、表情多彩な瀬戸焼なら、

男女問わず、バッジ感覚で楽しめます。

愛用の帽子やバッグのアクセントに、

エプロンにつければ楽しい1日に、

ワークシャツにはいくつか重ねづけ。

風合いも表情も組み合わせ次第で、

いつものジャケットやワンピースが

一新したように見えるから不思議。

1つめは自分の好みのものを、

2つめはちょっと変わったデザインで

あれこれ冒険ができちゃうところも

小さなブローチならではの自由さです。

陶磁器製ブローチをつけるコツは…

生地裏に2cm角ほどの当て布をすると、

重みで下を向くのを防げます。

「ブローチ」は、女性がつけるもの？

いえいえ、表情多彩な瀬戸焼なら、

男女問わず、バッジ感覚で楽しめます。

愛用の帽子やバッグのアクセントに、

エプロンにつければ楽しい1日に、

ワークシャツにはいくつか重ねづけ。

風合いも表情も組み合わせ次第で、

いつものジャケットやワンピースが

一新したように見えるから不思議。

1つめは自分の好みのものを、

2つめはちょっと変わったデザインで

あれこれ冒険ができちゃうところも

小さなブローチならではの自由さです。

陶磁器製ブローチをつけるコツは…

生地裏に2cm角ほどの当て布をすると、

重みで下を向くのを防げます。



中央が吉田さん。コー

ディネーターの小坂

英雄さん（右）、日笠

真理さん（左）と。

  ツクリテセンターがオープンして３年以上が経ちました。
私がこの町と関わるのは、瀬戸蔵ミュージアムの立ち上げ

以来。当時に比べ、馴染みの店や窯屋さんがなくなり寂

しい気持ちになる反面、次 と々新しいお店やコミュニティが

生まれる、わくわくするタイミングでもあり、センターも

町の新しい一員として共に歩んできました。瀬戸で活動する

多種多様なジャンル、スタンスのツクリテ。彼らをいかに

サポートできるか日々悩みつつも、センターを介してツク

リテ同士の交流や活動が徐々に醸成され、いくつもの芽が

むくむくと芽吹き育つ様子を目の当たりにできる喜びを感

じています。今年度はコロナ禍による大きな影響を受けな

がら、ツクリテたちは新しい道を模索し、前向きに挑んで

います。この先も彼らの心の拠りどころとなり、彼らの進

む力になれたなら。そんな思いで今日もサポートにあたって

います。

ものづくりの庭から
瀬戸のまちに吹く 風を伝えるひとの ヒトコトコラム

ツクリテの心の拠りどころ、に

せとまちツクリテセンター コーディネーター　吉田 薫さん

瀬戸市で活動する様々な「ツクリテ」を支援する拠点施設と

して、2017年開設。ギャラリーとしても活用。

せとまちツクリテセンター 愛知県瀬戸市末広町1-3    　0561-89-5411      　setomachitsukurite    　 setomachitsukurite

  

瀬
戸
市
街
か
ら
赤
津
に
向
か
う
県
道
沿
い
に
、
長
屋
の

よ
う
に
建
つ
創
作
ス
ペ
ー
ス
「S

IL
V

E
R

 B
A

R
N

」
。
工
房
や

オ
フ
ィ
ス
が
入
る
一
角
に
、
二
〇
一
九
年
四
月
コ
ー
ヒ
ー

焙
煎
所
＆
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

  

「
里
山
の
自
然
、
や
き
も
の
の
歴
史
と
文
化
の
あ
る
こ
の

場
所
が
気
に
入
っ
て
」
と
店
主
の
水
野
直
樹
さ
ん
。
産
地

ご
と
の
個
性
豊
か
な
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
を
豆
か

ら
自
家
焙
煎
し
、
一
杯
ず
つ
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
で
淹
れ
て

く
れ
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
で
一
服
を
楽
し
む
も
よ
し
、
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
で
窯
め
ぐ
り
の
お
供
に
も
ど
う
ぞ
。

ブラジル、コロンビア、グァテマラ…好みの味を自宅でも。

瀬戸焼のマグに、ベルギー人の修道女伝導の素朴な焼菓子を添えて。

珈
琲
は
鮮
度
�
焙
煎
し
た
て
の

深
い
香
り
と
味
わ
い
を
愉
し
む
�

< 瀬戸焼ノート > 2020.10もっと知りたい!

いっちん描き 陽刻瀬戸の陶土
チューブ型もしくはスポイト型の

筒に泥漿（でいしょう）や釉薬を

入れ、素地に絞り出し、盛り上

げて線文を表す装飾技法。「筒

引き・筒描き」ともいう。

市内の瀬戸陶土層から採掘される

木節（きぶし）粘土と蛙目（がいろ

め）粘土は、耐火性が高く可塑性

に富み、粘土中に鉄分がほぼ含ま

れないため、白く美しいやきものを

つくり出すことが可能。

陶磁器などの表面に、文字や文様が

浮き出るよう、周囲を彫ることによっ

て立体的に見せる装飾方法。箆（へ

ら）や刃物などの道具を用いて、素

地や石膏などに彫刻を施す。

セトリエ字引き

愛知県瀬戸市東拝戸町75

SILVER BARN内          有り

11:00～18:00        火・水曜日

nanamaru.coffee.roaster

休

P

高台-こうだい-なぜ があるの？

最も一般的な高台で、

安定性に優れ、機能

的にも作業的にも扱

いやすい形。

最も一般的な高台

的にも作業的にも扱

いやすい形。

最も一般的な高台で、

高台の付け根から

下に向けて広がる形

が、三味線のばちに

似ているためこの名

が付けられている。

大きめの鉢や手に持

たず置いたまま使う

器に多い。

撥高台

轆轤（ろくろ）から

切り離す際に、シッ

ピキを引いて切り

取った高台部。

「糸底」「糸尻」「畳付」

ともいう。

HERE

ワコウダイ

バチコウダイ

イトキリ

な
な
ま
る

コ
ー
ヒ
ー

ロ
ー
ス
タ
ー

輪高台
碁石を入れる碁笥の

底のような高台で、

底を内側に向かって

削り、上げ底になって

いるもの。黄瀬戸や

志野、楽焼に多い。

ゴケゾコ

碁笥底糸切り

ここが

撮
影
協
力
：
瀬
戸
蔵
セ
ラ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
ザ

撮影協力：瀬戸蔵セラミックプラザ

左：自家焙煎コーヒー豆（グァテマラ）

右：「ボンヌ /ガレット」 ドミニカン・アトリエ（ドミニコ会聖ヨゼフ修道院）

から 碁石を入れる碁笥の

碁笥底碁笥底
削ったあとの中心が、

頭巾の上部の尖った

形に盛り上がってい

るもの。

トキンコウダイ

兜巾高台

とがってる!

  お茶碗をひっくり返した底の立ち上がり部分を

「高台」といいます。日本は器を手で持って食べる

文化のため、高台があることで持ちやすく、料理の

熱が直に手に伝わりにくいという利点があります。

  茶道では、お道具の「 拝見」の際に茶碗の底を

鑑賞します。高台は、作品を浮き上がらせて見栄

えを良くするため、円の他に特徴的な形を付ける

こともあります。

作り方には、大きく分けて、削り

出して形を作る「削り出し高台」

と、紐状の土を付けて形を作る

「付け高台」があります。安定

感や作品の個性が反映される

部分でもあるため、作陶では

最も神経が使われます。

ツクリテの銘や窯印がある。

釉薬がかからず土がむき出しになって

いる部分から、土の色や質感がわかる。

（棚板から取りやすいように高台まで

釉薬をかけない場合）

洗う時に手のかかりがよく洗いやすい。

乾かす時は高台を上にして置く。

（高台から水分が蒸発しやすい）



教雄さん、智路さんは同じ陶房で、精緻な

パーツを扱うこのみさんは隣室で制作。

作品の感想や意見を尋ね合うことも。

  

水
野
家
初
代
・
故
双
鶴
氏
、
二
代
目
教
雄
氏
は
、
と
も
に
日
展
等
の

受
賞
歴
を
多
数
重
ね
、
「
瀬
戸
市
無
形
文
化
財
保
持
者
」
に
認
定
さ
れ

て
い
る
練
り
込
み
技
法
の
第
一
人
者
で
す
。
そ
の
祖
父
、
父
の
も
の

づ
く
り
を
見
て
育
っ
た
、
こ
の
み
・
智
路
姉
弟
。
代
々
継
承
さ
れ
て

き
た
練
り
込
み
技
法
や
意
匠
を
礎
に
、
智
路
さ
ん
は
パ
ン
ダ
や
鳥
、

星
、
力
士
な
ど
P
O
P
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
モ
チ
ー
フ
に
、
S
N
S
で

作
陶
を
動
画
発
信
す
る
な
ど
、
独
自
の
創
意
と
ス
タ
ン
ス
で
活
躍
中
。

こ
の
み
さ
ん
は
、
長
年
研
究
し
続
け
て
き
た
〝
幻
の
七
宝
〞
と
呼
ば
れ

る
「
陶
磁
胎
七
宝
」
を
復
刻
し
、
や
は
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
精
緻
か
つ

華
麗
な
意
匠
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

  

代
々
続
く
も
の
づ
く
り
の
家
系
が
め
ず
ら
し
く
な
い
瀬
戸
で
す
が
、

水
野
家
も
ま
た
、
仕
事
場
＝
遊
び
場
と
し
て
育
ち
、
親
、
子
、
孫
と

ご
く
自
然
に
「
ツ
ク
リ
テ
」
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

教
雄
：
僕
は
父
か
ら
こ
れ
を
こ
う
し
ろ
と
か
特
に
教
わ
っ
た
こ
と
も

な
く
、
父
の
仕
事
の
見
よ
う
見
ま
ね
で
練
り
込
み
を
作
っ
て
い
ま
し

た
し
、
智
路
も
自
然
に
仕
事
場
の
隅
で
粘
土
を
触
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

智
路
：
父
は
な
ん
で
も
自
由
に
作
ら
せ
て
く
れ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ

を
見
て
負
け
じ
と
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
も
の
を
作
っ
て
く

れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
ま
た
す
ご
い
ク
オ
リ
テ
ィ
で
（
笑
）
。

こ
の
み
：
私
の
場
合
は
ま
ず
手
芸
で
し
た
ね
。
昔
か
ら
細
か
い
こ
と
が

好
き
で
、
ビ
ー
ズ
な
ど
本
格
的
に
道
具
を
揃
え
た
り
。
た
ま
た
ま
粘

土
や
窯
が
身
近
に
あ
り
、
し
か
も
仕
事
に
つ
な
が
る
た
め
陶
芸
に
進

み
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
無
心
に
も
の
を
作
る
こ
と
が
好
き
な
ん
で
す
。

教
雄
：
智
路
も
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
だ
と
か
陶
芸
以
外
に
も
い
ろ
い

ろ
作
る
の
が
好
き
だ
よ
ね
。

こ
の
み
：
そ
う
そ
う
、
私
の
仕
事
道
具
も
さ
さ
っ
と
作
っ
て
く
れ
た

り
す
る
ん
で
す
。

教
雄
：
学
生
時
代
は
彫
刻
を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
家
業
を
手
伝
っ

て
い
る
う
ち
に
練
り
込
み
が
面
白
く
な
っ
て
。
ま
ず
は
父
の
技
術
を

身
に
つ
け
る
べ
く
精
進
す
る
う
ち
、
そ
の
先
に
や
っ
ぱ
り
「
自
分
ら

し
い
も
の
を
創
り
た
い
」
と
い
う
欲
求
が
湧
い
て
き
ま
し
た
ね
。

  

初
め
て
の
個
展
の
時
に
、
父
か
ら
「
俺
が
や
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
を

先
に
や
っ
た
」
と
い
う
一
言
を
聞
け
た
と
き
は
嬉
し
か
っ
た
な
あ
。

今
は
僕
が
智
路
の
技
を
見
て
、
昔
の
自
分
よ
り
巧
い
！
と
感
心
し
て

い
ま
す
（
笑
）
。

こ
の
み
：
や
っ
ぱ
り
瀬
戸
の
こ
う
い
う
家
に
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
陶
芸
で
も
私
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
愛
知
県
陶
磁
美
術
館
で
陶
磁
胎
七
宝
に
出
会
い
、

こ
れ
し
か
な
い
！
と
。
精
緻
な
仕
事
は
好
き
で
す
し
、
こ
れ
な
ら
や

き
も
の
に
興
味
が
な
い
人
に
も
「
綺
麗
！
」
と
伝
わ
る
魅
力
が
あ
る

と
感
じ
た
ん
で
す
。

教
雄
：
単
に
珍
し
い
か
ら
、
変
わ
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け

で
な
く
、
自
分
が
好
き
だ
と
思
え
る
こ
と
が
何
よ
り
。
本
当
に
、
い

い
出
会
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

智
路
：
や
き
も
の
好
き
以
外
の
人
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
は
僕
も
強
く
あ
り
、
S
N
S
で
動
画
を
配
信
す
る
の
も

そ
の
た
め
。
技
法
を
見
る
こ
と
で
作
品
価
値
を
納
得
し
て
も
ら
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
最
近
は
ダ
ー
ツ
な
ど
の
趣
味
に
関
す
る
発

信
を
通
じ
て
、
別
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
や
き
も
の
に
ア
ク
セ
ス
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
新
し
い
繋
が
り
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

  

三
者
三
様
に
、
創
作
を
心
か
ら
楽
し
む
。
そ
の
ピ
ュ
ア
な
パ
ッ
シ
ョ

ン
が
、
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
通
じ
て
、
新
た
な
フ
ァ
ン
を
紡
ぎ
出

し
て
い
ま
す
。

親の仕事場が、子の遊び場に。

水野家の技法を継承しつつ、女性や子供

にも人気の絵柄を巧妙に練り上げ、オリジ

ナルの意匠を確立。作品から伝わりづら

い技法のプロセスを、動画で SNS 配信し、

海外から多数のフォロワーを獲得。

     tomoro.m

2 色以上の粘土を組み合わせ、薄く切って

積み上げたり貼り合わせるなどして模様を

作り、金太郎飴のように切った断面で作

品を作る「練り込み」。精緻な五弁の花は、

教雄氏の代表作。

     mizunonoriwo

自由に、自分らしさを探求する。

水
野

教
雄
｜
練
り
込
み

水
野

こ
の
み
｜
陶
磁
胎
七
宝

水
野

智
路
｜
練
り
込
み

Norio’s work

Konomi’s work

Tomoro’s work

金属ではなく陶磁器の素地に七宝を施す

技法。江戸時代末期から明治時代に主に

輸出用としてわずか数年間のみ作られてい

たという。精緻に象られた銀線の中に、

釉薬の彩りが華麗。

     konomizuno

の

水野家

陶房より

FAM I LY

STYLE

ヨセト コ 茶 会



店
名
の『
C
O
N
E
R
U
』は
、「（
土
を
）捏（
こ
）ね
る
」と「
C
O（
一
緒
に
）＋
N
E
R
U（
練
る
）」に
由
来
。

産
地
活
性
の
鍵
は
、

ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。

店
の
前
に
置
か
れ
た
焼
成
窯（
電
気
窯
）が
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
通
り
を
行
く
人
の
目
を
引
く
。

瀬戸の「創り場」から発信

MADE IN NEW SETO

瀬戸蔵セラミックプラザ ||| SETO MONO SHOP |||

左
か
ら
副
代
表
の
南
慎
太
郎
さ
ん
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
経
理
の
牧
ゆ
う
こ
さ
ん
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
・
講
師
の
中
山
菜
月
さ
ん
、
代
表
の
牧
幸
佑
さ
ん
。

CONERU nendo shop&space

CONERU nendo shop&space

粘土に触れ、陶芸を身近に。

 せとまちの玄関口となる観光施設『瀬戸蔵』。

吹き抜けのアトリウムの先にのれんが揺れ、北

側・南側 2つのゾーンにバラエティ多彩な瀬戸焼

が並びます。

  愛陶工（愛知県陶磁器工業協同組合）運営の「窯

元直 販ショップ」としておなじみのスポットが、

2020年6月にリニューアルオープン。瀬戸を訪れ

る人にも瀬戸に暮らす人にもより新鮮に！ 瀬戸

焼の「いま」を発信する＜SETO MONO SHOP＞

として生まれ変わりました。

「瀬戸のやきもの」を探したい！

産地ならではの品揃えと情報を発信。

せとの活気、やる気、

和気あいあいをシェア！

せまち
コレクティブ

と

季
節
ご
と
の
ス
タ
イ
リ
ン
グ
で
、

使
い
方
を
提
案
。

の
れ
ん
が
目
印
！
招
き
猫

な
ど
の
縁
起
物
も
充
実
。

名鉄「尾張瀬戸」駅から徒歩5分。明るく広々とした店内。

愛知県瀬戸市朝日町28      0561-57-1654        10:00～18:00        火・水曜日 https://www.coneru.co.jp        coneru.co.jp

  

せ
と
銀
座
通
り
商
店
街
に
、
二

〇
二
〇
年
六
月
、「
陶
芸
用
粘
土

シ
ョ
ッ
プ
」
と
「
陶
芸
を
楽
し
め
る

ス
ペ
ー
ス
」
が
融
合
し
た
新
た
な

ス
ポ
ッ
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
カ

フ
ェ
の
よ
う
に
気
軽
に
扉
を
開
け
た

く
な
る
店
内
は
、
古
材
を
生
か
し
、

学
生
や
有
志
た
ち
と
D
I
Y
で
仕

上
げ
た
と
い
う
。

「
尾
張
瀬
戸
駅
近
く
に
、
気
軽
に

陶
芸
体
験
を
し
た
り
粘
土
を
購
入

で
き
る
な
ど
、
や
き
も
の
〝
づ
く
り
〞

に
触
れ
、
産
地
を
感
じ
ら
れ
る
場

所
が
必
要
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
」

と
、
副
代
表
の
南
慎
太
郎
さ
ん
。

市
内
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
『
ま
す
き

ち
』
も
経
営
す
る
、
せ
と
ま
ち

文
化
の
若
き
担
い
手
だ
。

  

〝
粘
土
〞
を
店
づ
く
り
の
核
と

し
た
根
っ
こ
に
は
、
質
・
採
掘

量
と
も
に
「
恵
ま
れ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
て
き
た
瀬
戸
の
陶
土
が
、

近
年
枯
渇
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
危

機
感
が
あ
っ
た
と
い
う
。

  

瀬
戸
の
粘
土
メ
ー
カ
ー
五
代
目

と
し
て
流
通
を
熟
知
す
る
代
表
の

牧
幸
佑
さ
ん
は
、「
今
ま
で
工
業

製
品
用
に
安
価
で
大
量
に
出
荷
し

て
い
た
粘
土
を
、
い
か
に
一
般

ユ
ー
ザ
ー
に
使
っ
て
も
ら
う
か
。

通
常
20
㎏
単
位
で
扱
わ
れ
る
粘
土

は
、
個
人
の
ツ
ク
リ
テ
に
は
多
す

ぎ
て
扱
い
き
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

１
㎏
単
位
の
小
口
販
売
に
し
、
そ
の

価
値
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、

高
単
価
で
の
流
通
の
糸
口
が
開
か

れ
る
と
考
え
ま
し
た
」
と
語
る
。

  

手
始
め
に
、「
ま
ず
は
粘
土
を

買
っ
て
陶
芸
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
」
た
め
、
窯
が
な
く
て
も
自
宅

で
焼
成
で
き
る
オ
ー
ブ
ン
陶
芸
粘

土
に
着
目
。
粘
土
2
種
と
陶
芸
道

具
一
式
を
B
O
X
入
り
に
し
た

＜

き
ほ
ん
の
セ
ッ
ト＞

を
販
売
し

た
と
こ
ろ
、
即
確
か
な
手
応
え
を

得
た
。

  

陶
芸
体
験
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
陶

芸
学
校
の
卒
業
生
や
セ
ミ
プ
ロ
の

ク
ラ
フ
ト
作
家
が
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
オ
フ
ィ
ス
の
よ
う
に
会
員
制
で

い
つ
で
も
作
業
場
や
窯
が
使
え
る

シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
運
用
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

「
さ
ら
に
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
の
宿

泊
、
作
陶
体
験
、
窯
元
か
ら
粘
土

メ
ー
カ
ー
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な

い
鉱
山
の
見
学
ま
で
、

＜

産
地
ま

る
ご
と
ツ
ア
ー＞

を
組
め
る
の
が
、

他
の
産
地
に
は
な
い
僕
ら
の
強
み

で
す
」
と
牧
さ
ん
。
瀬
戸
に
し
か

で
き
な
い
〝
地
産
地
消
〞
の
試
み
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
ま
ず
気
軽
に
陶
芸
を
楽
し
ん
で
み
て
」
と
ビ
ギ
ナ
ー
向
け
に
用
意
し
た＜

き
ほ
ん
の
セ
ッ
ト＞

が
好
評
。

5
0
0
g
の
オ
ー
ブ
ン
粘
土
2
種
、
の
し
棒
や
木
ベ
ラ
な
ど
の
道
具
入
り
。

「瀬戸焼って？」を知る映像や書籍、カード式の

＜うつわレシピ＞も配布。2・3階『瀬戸蔵ミュージ

アム』と併せ、より楽しく深く瀬戸焼に触れられる

スポットへ。ぜひ足を運んでみてください。

「POPUP 屋台」で旬のツクリテを特集！

お祝い、おみやげ好適ギフトも充実。

瀬戸焼グランドマーケット　企画展示、特選、

釉薬・絵付けなど瀬戸焼の特徴、窯元、アイテム

ごとにバラエティ豊かにラインナップ。器のコー

ディネートをフィッティングできるスペースも。

FACTORY SHOP 　瀬戸焼の特色、土・釉薬・

技法について学べる映像＆資料コーナー、窯元・

ツクリテごとの仕事やチャレンジにフォーカス

した企画展示など。

探
し
た
い
・
見
つ
け
た
い「
モ
ノ
」
発
掘

瀬戸焼の多彩な魅力に出会い、知り、

お気に入りを見つけるフロア。

瀬戸焼グランドマーケット

FACTORY SHOP 　

COLLECTIVEゾーンCOLLECTIVEゾーン

POP UP 屋台　旬のテーマやツクリテが発信

する企画展、ワークショップ等も開催予定。

ギフトコレクション 　日本六古窯として日本

遺産にも認定！「瀬戸のモノづくり= SETO 

MONO」を、贈りたくなるギフトコレクショ

ンとして特集。

瀬戸に伝わる特殊技法／デザイン、セト・ノベ

ルティ など。

行
く
た
び
新
鮮
！
「
コ
ト
」
発
掘

季節や歳時記、縁起物、瀬戸焼のある

ライフスタイルを提案するフロア。

POP UP 屋台　

ルティ 

セト・ノベ

ギフトコレクション 　

瀬戸に伝わる特殊技法／デザイン、

ACTIVEゾーンACTIVEゾーン

瀬
戸
焼
の
イ
ロ
ハ
や
窯
元

情
報
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
。

織
部
、
御
深
井
な
ど
技
法
や

起
源
を
カ
ー
ド
で
解
説
。

愛知県瀬戸市蔵所町1-1 瀬戸蔵１階　　 0561-89-5758

名鉄尾張瀬戸駅から徒歩5分        189 台

10:00 ～17:00（土 ・日・祝 10:00 ～18:00）

瀬戸蔵休館日（年末年始・月１回程度の臨時休館）

https://ceramicplaza.aitohko.com

setomonoshop

瀬戸蔵セラミックプラザ  SETO MONO SHOP

「瀬戸焼」の窯元組合直販ショップ
2020.6.リニューアルオープン

ち
』
も
経
営
す
る
、
せ
と
ま
ち

文
化
の
若
き
担
い
手
だ
。

〝
粘

し
た

量
と

「
ま5

0

店
名
の『産

地
活
性
の
鍵
は
、

ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ

せ
と
銀
座
通
り
商
店
街
に
、
二
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愛
知
県
陶
磁
美
術
館
敷
地
内
の
陶
芸
館
で
は
、
「
作
陶
」

「
絵
付
け
」
体
験
を
は
じ
め
、
薪
窯
や
復
元
古
窯
を
使
っ
た

本
格
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

  
今
回
は
、「
ひ
も
づ
く
り
」
と
い
う
技
法
に
挑
戦
！

ま

ず
は
粘
土
で
底
の
部
分
を
平
た
く
作
り
、
好
み
の
形
に

抜
き
ま
す
。
次
に
長
細
く
紐
状
に
し
た
粘
土
を
底
と
の

接
合
部
に
指
で
な
じ
ま
せ
、
一
段
目
を
作
り
ま
す
。
同

様
に
一
段
ず
つ
粘
土
を
糊
が
わ
り
に

し
て
接
着
し
、
厚
み
を
調
整
し
な
が

ら
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

  

最
後
に
好
き
な
形
に
整
え
、
櫛
な

ど
で
筋
や
模
様
を
つ
け
て
仕
上
げ
、

底
を
切
り
離
し
て
完
成
。
係
員
に
よ
る

釉
が
け
、
焼
成
後
に
受
け
取
り
ま
す
。

底になる部分が全体の大きさの基準に、紐は

親指程度の太さを目安に。

ひもづくりは自由に形を作れる楽しさがある。

（たたらづくりも可能）

焼成後85%ほどに縮むことを想定し、大きさ

や形を整え、装飾を施す。

たけのこ、

焼けたよ！

セ
ト
リ
エ
さ
ん
と
体
験
し
よ

!

第
十
三
回

ひ
も
づ
く
り

自
由
な
発
想
で
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
陶

  鶴は夫婦円満、亀は金運、そして長寿を象徴する

吉祥柄は、「ハレ＝お祝い」の食卓が華やぎ、結婚・

出産・長寿や開店祝い等の贈り物にもぴったりです。

  ＜陽刻＞という技法を用いた小ぶりのオーバル皿は、

深みのある緑釉とあたたかなアイボリーの乳濁釉

（にゅうだくゆう）が、繊細な彫りを浮かび上がらせ、

日常のお惣菜にもなじむ落ち着き感が魅力。ヴィン

テージのように末長く使い続けたい器です。

福寄せ小皿

愛知県瀬戸市南山口町 234　　0561-84-7474

https://www.pref.aichi.jp/touji/studio

9:30～16:30（受付は14:30まで） ※現在は予約制

60～120 分　　毎 週 月曜日・年末年 始

愛知県陶磁美術館<陶芸館>

翠窯 -SUIYOU-

愛知県瀬戸市小空町74-2

0561-58-3097

https://www.suiyou-seto.com

https://www.suiyou-shop.com

suiyou2013　 　suiyou_2013

Setolier information セトリエ

①瀬戸＋アトリエ＝瀬戸のまち全体がやきもの文化を

　生み出すアトリエという意味。 

②瀬戸焼の魅力を紹介するフリーペーパー。ツクリテと

　ツカイテをゆるやかに結ぶ新しい世界を提案・発信。

セトリエ

名古屋市

瀬戸市

愛知県

瀬戸焼の歴史や種類、扱い方・器のかたち

について、わかりやすく紹介しています。

また、セトリエの最新号～バックナンバーも

すべて閲覧・ダウンロードできます。ぜひ

チェックしてみてください。

瀬戸焼振興協会公式ホームページ

http://www.setoyakishinkokyokai.jp

セトリエ全号の閲覧もできます。

セトリエ公式 Facebookページ

誌面に掲載しきれないトピックスや、各展覧会・

イベント、「瀬戸焼」に関する最新情報を随時更

新中。下記ＵＲＬもしくは「セトリエ」でインター

ネット検索してご覧ください。皆さまからのコメ

ントもお待ちしています。

http://www.facebook.com/setolier

瀬戸焼の最新情報をチェック！

瀬戸観光案内所（パルティせと１階）

せとまちツクリテセンター

瀬戸蔵ミュージアム

道の駅瀬戸しなの　　他

http://www.setoyakishinkokyokai.jp/setolier.html

主なセトリエ設置場所>

その他の設置場所はこちらから！

セトリエ
定期

お届け便

セトリエの最新号を、毎号ご自宅やお店に、無料でお届けする

「定期お届け便」のお申し込み受け付けをしています。

ぜひセトリエ本誌を手に取ってご覧ください。

● 冊子も送料も無料でお届けします。

● 定期読者にイベントのご案内等をお知らせします。

※ このサービスとは別にセトリエを設置または

　配布していただけるお店や施設も、随時募集中です。

　瀬戸焼振興協会までご連絡ください。 

瀬戸焼
振興協

会

公式ホ
ームペ

ージか
ら

お申し
込みく

ださい
。

セ
トリ
エ
動 物園

ふと見上げた先に…

とら？ ねこ？ とらねこ？？

レアキャラ感満載です。

ハレのお祝い・ケのごはん

34　　0561-84-7474

ENGIMONO オーバル SS 鶴 乳濁／亀 織部

※ギフトパッケージ・発送も承ります。（翠窯）瀬戸蔵セラミックプラザ（P.12）でもお取り扱いあり

分　　毎 週 月曜日・年末年 始

利用料金例

作陶：粘土（白土）１kg、2時間利用の場合 ... 一般 ¥890・中学生以下 ¥770

※瀬戸産の赤土・白土、釉薬 9 種類から選べる

※作品の引取は体験後約 1～2 ヶ月目までの間

商店街で探そう！

親指のふとさ！
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